
臨 

床

シーズ概要

アピールポイント
Appeal Point

研究成果の応用可能性
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本研究は医学、歯学、工学
の多方面からの検討が可能と
なっており、さらに企業によ
る連携によりさらに精度の高
いシステムになると考えてい
ます。

　これらのシステムの構築は更なる有効な再建方法を導きだ
し、また骨接合材の開発にもつながる。さらにこれらのシステ
ムを汎用化することにより、全身的に有効で安全な再建法が
確立する。最終的に医用工学における科学的再建方法を確立
する。

口腔外科において解剖学的形態に則って顎骨再建が行われ
ているが、３D プリンター技術などを用いることにより生体
に形態に近い人工骨や解剖学的に形態に沿った骨接合材料が
作成できるようになってきた。しかし形態を回復したとして
も、機能面において回復されていないことが多い。機能的回
復を求めるにはまず再建後の機能に対し十分な強度を有して
いるかが重要となる。これら再建後の強度的評価ができてい
ない場合には術後の経過不良や患者本人の ADL 低下が問題
となる可能性がある。これらの問題の解決法が本研究課題で
ある。
(技術の概要)

今日において機械部品や建築物の構造の強度を評価するた
めに数値計算による有限要素法が多用されている。本研究は
術前のＣＴ－Ｘ線写真などから非常に等価性の高い 3 次元有
限要素モデルを作成し、再建後に機能的負荷に耐えうるかど
うか力学解析を行う。これらのシミュレーションシステムを
構築し、患者個々に最適な再建方法導き出すシステムを構築
するテーラーメイドの医療が可能となる。
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